
山形大学及び東北芸術工科大学の学生ボランティアサークル「ふれあい広場ビッキの会」が、山形市

内小学生を対象に、レクリエーションや工作等の企画を実施しました。その様子について紹介します。
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話す内容を
視覚化👀

見やすいように立ち位置を変える工夫

右手は丸く、左手は人差し指を立て、隣の人の右手の丸に自分の左手の人差し指
を入れます。ビッキの会メンバーが「キャッチ」と言ったら、右手で相手の人差し
指をつかみ、逆に左手の人差し指は捕まらないように抜きます！！みんなで挑
戦！！「キャ、キャ、キャ・・・キャッチ！！」（大歓声😃！）

キャ、キャ、キャ、キャロット？ キャ、キャ、キャ、キャット？ キャ、キャ、キャ、キャベツ？

紙粘土とお花紙を使ったオリジナル“アジサイ”を作りました。
みんな、アジサイの色も個数も大きさも葉っぱも、全部自分で決
めて作りました。豊かな発想力に脱帽でした💡

オリジナルのアジサイ作りにみんな、
夢中になって取り組んでいました☺

ビッキの会のメンバーが、参加者に
優しい笑顔で寄り添ってくれます。
安心して活動に取り組んでいました。

参加する子供たちのことを考えて、
材料の準備、表示の工夫、説明の言
葉選び…。いろんなことを考えて企
画運営する姿から学ぶことが多い時
間でした。振り返りも、自分たちで
次に活かせるように話し合う姿があ
りました。今後の活動も楽しみです。


